
議会からのたより
第 62 号

命
に
同
意
し
た
。

審
議
事
項

◆
工
事
請
負
契
約
の
変
更
（
遠
別
中

学
校
建
設
工
事
（
建
築
主
体
工

事
））

◆
遠
別
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

◆
遠
別
町
課
設
置
条
例
の
一
部
改
正

◆
遠
別
町
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号

の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

く
個
人
番
号
の
利
用
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

◆
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
備

◆
遠
別
町
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休

暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

◆
遠
別
町
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
支

給
条
例
の
一
部
改
正

◆
遠
別
町
新
規
就
農
者
経
営
発
展
支

援
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

◆
旭
温
泉
設
置
条
例
の
一
部
改
正

◆
指
定
管
理
者
の
指
定
（
道
の
駅
え

ん
べ
つ
富
士
見
）

に
つ
い
て
は
、
予
算
審
査
特
別
委
員

会
に
付
託
し
、
本
会
議
に
お
い
て
承

認
し
、
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
、
３

月
14
日
に
閉
会
し
た
。

行
政
報
告

◆
遠
別
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所
常

勤
医
師
の
採
用

◆
北
吹
雪
の
製
造
終
了

◆
有
限
会
社
遠
別
町
酪
農
振
興
公
社

の
解
散

◆
令
和
７
年
度
北
海
道
遠
別
農
業
高

等
学
校
入
学
者
の
出
願
状
況

報　
告

◆
令
和
６
年
度
定
期
監
査
結
果
報
告

◆
専
決
処
分
の
報
告
（
工
事
請
負
契

約
の
変
更
）同　

意

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任

・
國
谷　

え
り
子
氏
（
本
町
３
）
の

選
任
に
同
意
し
た
。

◆
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

・
今
井　

彩
佳
氏
（
本
町
３
）
の
任

命
に
同
意
し
た
。

◆
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命

・
土
井　

寿
彦
氏
（
八
雲
町
）
の
任

議
会
全
員
協
議
会（
協
議
議
題
）

◆
２
月
21
日
開
催

・
機
構
改
革
（
案
）

・
遠
別
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所
医

師
の
採
用

・
救
急
看
護
待
機
手
当
の
創
設

・
遠
別
中
学
校
建
設
事
業

・
有
限
会
社
遠
別
町
酪
農
振
興
公
社

の
解
散

・
旭
温
泉
設
置
条
例
の
一
部
改
正

・
令
和
７
年
度
主
要
事
業

　
３
月
10
日
か
ら
３
月
17
日
の
８
日

間
を
会
期
と
し
て
開
催
し
、
定
期
監

査
報
告
、
令
和
７
年
度
町
政
執
行
方

針
、
教
育
行
政
執
行
方
針
、
各
会
計

予
算
案
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
一
般
質
問
は
白
幡
議
員
が
行
っ

た
。

　
専
決
処
分
（
工
事
請
負
契
約
の
変

更
）
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
、
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選

任
、
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
、
教

育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
、
条
例
の

改
正
、
令
和
６
年
度
各
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
の
と
お

り
可
決
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
７
年
度
各
会
計
予
算

第
１
回
定
例
会
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◆
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
の
利
用
料

を
地
方
公
共
団
体
が
負
担
す
る
こ

と
に
対
し
て
財
政
支
援
を
求
め
る

意
見
書

　

提
出
者　

白
井
議
員

　

賛
成
者　

白
幡
議
員
、
山
本
議
員

　

意
見
案
は
３
月
14
日
の
議
会
定
例

会
で
採
択
さ
れ
、
国
の
関
係
機
関
に

送
付
し
た
。

発　
議

◆
遠
別
町
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

◆
議
員
派
遣
に
つ
い
て

議
会
全
員
協
議
会（
協
議
議
題
）

◆
３
月
14
日
開
催

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
友
愛
苑
の

事
業
承
継
に
つ
い
て

議
会
全
員
協
議
会（
協
議
議
題
）

◆
４
月
11
日
開
催

・
遠
別
町
海
洋
変
化
対
策
資
金
利
子

及
び
保
証
料
補
給
に
つ
い
て

主
な
補
正
予
算

【
令
和
６
年
度
一
般
会
計
】

◆
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
金

　
　
　
　
　
　
　
　

４
６
２
万
円
減

◆
予
防
接
種
技
術
援
助
委
託
料

　
　
　
　
　
　

７
６
７
万
６
千
円
減

◆
豊
か
な
森
づ
く
り
推
進
事
業
補
助

金　
　
　
　

２
１
５
万
６
千
円
減

◆
町
道
除
排
雪
業
務
委
託
料

　

６
，
０
０
０
万
円
増

◆
基
線
１
号
橋
補
修
工
事

　

２
６
２
万
４
千
円
減

◆
紅
雲
線
橋
補
修
工
事

　

１
０
７
万
６
千
円
増

◆
北
２
線
橋
補
修
工
事

　
　
　

３
３
６
万
円
増

◆
新
川
橋
補
修
工
事　

５
９
万
円
減

◆
遠
別
中
学
校
建
設
工
事

１
億
３
，
０
５
４
万
８
千
円
減

◆
遠
別
中
学
校
建
設
工
事
監
理
業
務

委
託
料　
　

４
３
８
万
９
千
円
減

【
令
和
７
年
度
一
般
会
計
】

◆
学
校
給
食
配
送
業
務
委
託
料

１
４
２
万
４
千
円
新
規

意
見
案

◆
え
ん
罪
被
害
者
を
速
や
か
に
救
済

す
る
た
め
に
再
審
法
改
正
を
求
め

る
意
見
書

　

提
出
者　

白
井
議
員

　

賛
成
者　

白
幡
議
員
、
山
下
議
員

第
２
回
臨
時
会

　
４
月
21
日
の
１
日
間
を
会
期
と
し

て
開
催
し
、
報
告
２
件
、
条
例
改
正

１
件
、
補
正
予
算
１
件
の
議
案
が
提

案
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
閉

会
し
た
。

報　
告

◆
専
決
処
分
の
承
認
（
遠
別
町
税
条

例
の
一
部
改
正
）

◆
専
決
処
分
の
承
認
（
令
和
６
年
度

遠
別
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

11
号
））審

議
事
項

◆
遠
別
町
総
合
振
興
計
画
審
議
会
条

例
の
一
部
改
正

主
な
補
正
予
算

【
一
般
会
計
】

◆
事
業
承
継
斡
旋
仲
介
手
数
料　
　
　

２
，
２
３
８
万
５
千
円
新
規

◆
海
洋
変
化
対
策
資
金
利
子
及
び
保

証
料
補
給
費
補
助
金　
　
　

３
４
９
万
４
千
円
新
規

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか
次の定例会は6 月 13日頃 の開催予定です。

【お問い合わせ】
　議会事務局
　電　話　７－２１４７（直通）　　メール　gikai@town.embetsu.hokkaido.jp

詳しくは
テレビ電話でご確認ください。

議会を議場で傍聴された方には、
行政サービスポイント 200ポイントが付与されます。
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第  

１  

回  

定  

例  

会  「  

一  

般  

質  

問  

」

町
政
を
問
う

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
友
愛

苑
の
事
業
継
続
問
題
に
つ
い

て
、
令
和
５
年
８
月
に
社
会
福
祉
法

人
湯
ら
ん
福
祉
会
よ
り
、
近
い
将
来

事
業
か
ら
撤
退
す
る
意
向
が
あ
る
と

の
申
出
を
受
け
て
か
ら
昨
日
ま
で
の

間
、
町
か
ら
町
民
に
向
け
た
情
報
が

乏
し
く
、
本
町
の
社
会
福
祉
の
観
点

か
ら
町
内
情
報
の
積
極
的
な
発
信
が

必
要
と
考
え
る
が
、
今
後
の
見
通
し

な
ど
進
捗
状
況
を
伺
う
。

友
愛
苑
の
事
業
継
続
に
つ
い

て
、
町
民
の
皆
様
に
は
大
変

ご
心
配
を
お
か
け
し
て
い
る
こ
と
に

心
苦
し
く
感
じ
て
い
る
。
ま
た
、
町

政
運
営
に
お
い
て
、
町
民
の
皆
様
へ

の
積
極
的
な
情
報
発
信
は
重
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
一
方
で
、
こ

の
た
び
の
事
業
の
承
継
に
つ
い
て
は

契
約
・
交
渉
ご
と
で
あ
る
た
め
、
公

表
で
き
な
い
部
分
が
あ
る
こ
と
は
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
。
現
時
点
で
お

伝
え
で
き
る
内
容
と
な
る
が
、
現
在

ま
で
複
数
の
事
業
者
と
交
渉
し
て
い

る
中
で
、
先
日
、
町
内
有
識
者
の
会

議
に
諮
問
し
た
と
こ
ろ
、
「
社
会
福

祉
法
人
に
よ
る
運
営
が
望
ま
し
い
」

と
の
答
申
を
い
た
だ
い
た
。
こ
の
答

申
を
踏
ま
え
、
社
会
福
祉
法
人
を
中

心
に
交
渉
を
行
っ
て
い
く
が
、
４
月

の
事
業
承
継
は
難
し
い
状
況
に
あ

る
。
な
お
、
社
会
福
祉
法
人
湯
ら
ん

福
祉
会
に
は
事
業
承
継
ま
で
の
間
、

友
愛
苑
の
運
営
に
つ
い
て
確
約
を
得

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
引
き
続

き
、
入
所
者
、
ご
家
族
及
び
介
護
従

事
者
の
皆
様
が
安
心
で
き
る
よ
う
、

良
質
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
、
従
業
員
の

継
続
雇
用
及
び
待
遇
の
維
持
を
念
頭

に
置
き
、
交
渉
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
公
表
で
き

る
段
階
に
な
れ
ば
速
や
か
に
町
民
の

皆
様
に
お
知
ら
せ
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
。

再　
質　
問

交
渉
に
あ
た
り
、
い
つ
ど
の

よ
う
な
形
で
何
社
と
行
っ
て

い
る
と
い
っ
た
状
況
な
ど
情
報
発
信

は
可
能
と
考
え
る
が
町
長
の
見
解

は
。
ま
た
、
４
月
の
事
業
承
継
は
難

し
い
と
の
答
弁
だ
が
具
体
的
に
い
つ

頃
に
な
る
の
か
。
諮
問
し
た
有
識
者

は
ど
う
い
う
メ
ン
バ
ー
構
成
な
の
か

併
せ
て
伺
う
。

諮
問
し
た
の
は
介
護
保
険
事

業
計
画
策
定
委
員
会
と
い
う

既
存
の
組
織
で
、
構
成
６
名
と
な
っ

て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
、
国
民
健
康

保
険
の
運
営
に
関
す
る
協
議
会
、
こ

れ
も
既
存
の
会
で
あ
り
メ
ン
バ
ー
９

名
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
両
委
員
会

に
諮
問
し
、
答
申
を
得
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
答
申
を
受
け
、
社
会
福
祉
法

人
を
交
渉
先
に
絞
り
、
交
渉
が
進
ん

で
い
る
。
今
現
在
す
で
に
３
月
で
あ

り
４
月
の
事
業
承
継
は
難
し
い
が
、

先
方
と
話
し
て
い
る
中
で
は
８
月
の

事
業
承
継
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
と

こ
ろ
を
交
渉
し
て
い
る
。
ま
ず
情
報

を
発
信
し
て
い
き
た
い
の
が
従
事
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
介
護
職
員
の
部

分
だ
が
、
先
方
も
働
い
て
い
た
だ
い

て
い
る
方
を
大
切
に
考
え
て
い
た
だ

い
て
お
り
、
継
続
雇
用
は
も
ち
ろ

ん
、
待
遇
に
関
し
て
も
現
状
を
維
持

し
た
い
と
、
さ
ら
に
、
事
業
承
継
に

あ
た
り
「
や
り
方
が
大
き
く
変
わ
っ

て
そ
こ
に
対
す
る
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応

が
多
く
、
結
構
離
職
者
が
出
る
」
と

い
う
話
も
伺
っ
て
い
る
の
で
、
そ
こ

も
念
頭
に
最
初
か
ら
大
き
く
変
え
ず

に
徐
々
に
経
営
改
善
を
し
て
い
く
よ

う
な
話
を
伺
っ
て
い
る
。
選
挙
の
間

か
ら
残
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
必
要

な
施
設
と
い
う
こ
と
は
言
い
続
け
て

い
る
が
、
当
時
は
根
拠
が
な
く
と
い

う
か
理
念
だ
け
で
申
し
上
げ
て
い
た

部
分
が
実
際
あ
っ
た
。
残
さ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
、
そ
の
た
め
に
努
力

す
る
の
は
お
約
束
し
て
は
い
た
が
、

具
体
的
な
と
こ
ろ
が
見
え
て
い
な
い

部
分
で
の
話
で
は
あ
っ
た
。
現
在

４
ヶ
月
経
ち
、
あ
る
程
度
形
が
見
え

て
き
た
の
か
な
と
実
感
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
具
体
的
に
こ
う
い
っ

た
答
申
も
受
け
て
話
が
進
ん
で
い
る

と
こ
ろ
な
の
で
、
特
に
働
い
て
い
る

問答

答 問

國部町長 答 公表できる段階が来れば速やかにお知らせする

白幡議員 問 友愛苑の事業継続について積極的な情報発信が必要では？
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方
に
関
し
て
は
安
心
し
て
働
き
続
け

て
い
た
だ
け
る
と
考
え
て
い
る
。

本
町
の
診
療
所
に
つ
い
て
、

行
政
報
告
の
中
で
常
勤
医
師

２
名
体
制
に
な
る
と
の
報
告
で
あ

り
、
所
信
表
明
で
は
看
護
体
制
を
含

め
た
医
療
体
制
の
充
実
を
図
る
と
話

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
町
長
が
目
指

す
今
後
の
看
護
、
医
療
体
制
と
は
具

体
的
に
ど
の
よ
う
に
充
実
さ
せ
て
い

く
の
か
。
職
員
増
を
考
え
て
い
る
場

合
は
そ
の
受
入
れ
環
境
も
併
せ
て
伺

う
。

診
療
所
に
つ
い
て
は
本
年
４

月
１
日
付
で
一
井
医
師
が
着

任
と
な
り
、
江
橋
医
師
と
常
勤
医
２

名
体
制
に
よ
り
診
療
業
務
を
行
う
予

定
で
あ
り
、
主
に
内
科
な
ど
が
中
心

の
診
療
体
制
に
な
る
見
込
み
で
あ

る
。
現
在
、
土
日
の
出
張
医
や
医
療

振
興
財
団
か
ら
の
出
張
医
に
よ
る
一

部
外
科
外
来
や
、
旭
川
医
大
に
よ
る

小
児
科
外
来
も
行
わ
れ
て
お
り
、
今

後
も
継
続
し
て
い
く
。
将
来
的
に
は

月
１
～
２
回
程
度
の
耳
鼻
咽
喉
科
や

眼
科
な
ど
の
専
門
外
来
の
開
設
も
町

民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
模
索
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

看
護
師
の
体
制
に
つ
い
て
は
、
現
在

正
職
員
が
７
名
、
会
計
年
度
職
員
が

７
名
の
計
14
名
と
な
っ
て
お
り
、
会

計
年
度
職
員
の
う
ち
５
名
が
民
間
会

社
か
ら
の
紹
介
に
よ
る
派
遣
看
護
師

で
あ
る
。
正
職
員
の
募
集
に
関
し
て

は
、
北
海
道
看
護
協
会
や
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
お
い
て
随
時
募
集
を
し
て

い
る
が
、
採
用
ま
で
至
っ
て
い
な
い

状
況
で
あ
る
。
こ
の
た
め
３
ヶ
月
か

ら
１
年
程
度
の
雇
用
期
間
に
よ
り
派

遣
看
護
師
を
採
用
し
、
看
護
師
の
不

足
を
補
っ
て
い
る
が
、
こ
の
受
入
れ

環
境
に
関
し
て
は
、
就
労
環
境
や
住

環
境
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
今
後
に
お
い
て
も
、

町
民
の
皆
様
へ
の
安
定
し
た
診
療
体

制
の
構
築
を
目
指
し
て
い
く
。

再　
質　
問

今
現
在
、
正
職
員
を
随
時
募

集
し
て
も
採
用
に
至
た
ら
ず
、

看
護
師
不
足
に
対
応
す
る
た
め
民
間

会
社
か
ら
の
派
遣
看
護
師
を
採
用
し

て
い
る
と
の
答
弁
だ
が
、
今
後
に
お

い
て
も
現
職
員
の
退
職
な
ど
に
伴
い

派
遣
看
護
師
の
増
員
も
必
要
と
思

う
。
都
市
部
か
ら
地
方
へ
の
派
遣
と

い
う
こ
と
に
な
る
と
、
本
町
で
の
住

環
境
の
問
題
を
含
め
、
本
町
の
診
療

所
で
職
場
を
選
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
な
施
策
も
必
要
不
可
欠
だ
と
考
え

る
が
町
長
の
考
え
は
。

私
も
職
員
と
面
談
し
て
い
る

中
で
看
護
師
と
も
面
談
し
て

い
る
が
、
住
環
境
の
部
分
で
言
わ
れ

る
こ
と
は
実
際
多
く
あ
る
。
紹
介
会

社
か
ら
来
て
い
る
看
護
師
が
多
い

が
、
行
っ
た
先
の
評
判
、
口
コ
ミ
の

書
き
込
み
欄
が
あ
る
よ
う
で
、
住
環

境
の
点
に
つ
い
て
は
不
満
だ
っ
た
と

書
か
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
話
も
聞

い
て
い
る
。
ち
ょ
っ
と
前
だ
と
派
遣

が
さ
れ
る
際
に
住
む
と
こ
ろ
が
あ
る

と
い
う
の
が
一
つ
の
来
る
条
件
だ
っ

た
と
は
思
う
が
、
最
近
は
住
む
と
こ

ろ
が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
住
む
と

こ
ろ
が
き
れ
い
と
か
住
み
や
す
い
と

い
っ
た
条
件
に
ま
で
上
が
っ
て
き
て

い
る
よ
う
に
実
感
し
て
い
る
。
そ
こ

を
今
後
ど
の
よ
う
な
形
が
良
い
の
か

検
討
し
、
看
護
体
制
、
医
療
体
制
の

充
実
の
た
め
に
注
力
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。

再　

　々
質　
問

医
療
体
制
や
医
療
の
充
実
を

図
る
と
す
れ
ば
、
や
は
り
一

定
数
の
看
護
師
を
含
め
職
員
が
い
な

い
と
他
の
職
員
に
も
負
担
が
多
く
か

か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
本
町
の

職
員
が
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
住
環

境
を
整
え
、
さ
ら
に
は
本
町
の
魅
力

の
一
つ
と
し
て
情
報
発
信
で
き
な
い

か
伺
う
。

医
師
・
看
護
師
の
住
環
境
の

部
分
だ
が
、
そ
こ
は
先
ほ
ど

申
し
上
げ
て
い
る
と
お
り
、
い
ち
ば

ん
看
護
師
の
方
か
ら
言
わ
れ
る
の
が

そ
こ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
あ
と

も
う
一
つ
労
働
環
境
に
関
し
て
も
や

は
り
派
遣
看
護
師
の
方
々
か
ら
す
る

と
電
子
カ
ル
テ
が
な
い
と
い
う
部
分

で
仕
事
が
煩
雑
と
い
う
か
、
手
間
が

他
の
と
こ
ろ
に
も
多
く
か
か
る
と

伺
っ
て
い
る
の
で
、
電
子
カ
ル
テ
の

導
入
も
含
め
て
検
討
し
て
い
る
状
況

で
あ
る
。

問答

問

答

問答

國部町長 答 常勤医２名体制と共に、看護師の就労・住環境の充実を図る

白幡議員 問 今後の医療、看護体制をどう充実させるのか？
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令
和
７
年
第
１
回
議
会
定
例
会
で

一
般
会
計
外
６
件
の
予
算
審
査
を
遠

別
町
各
会
計
予
算
審
査
特
別
委
員
会

に
付
託
し
、
３
月
13
日
・
14
日
の
２

日
間
で
審
議
が
行
わ
れ
た
。
委
員
長

に
は
、
白
井
委
員
、
副
委
員
長
に
は

山
下
委
員
が
選
任
さ
れ
、
提
案
の

あ
っ
た
全
て
の
予
算
は
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
た
。

　
主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
。

【
一
般
会
計
】

― 

総
　
務
　
費 

―

教
職
員
住
宅
敷
地
借
上
料

今
現
在
、教
職
員
住
宅
と
し
て

ど
の
程
度
使
用
し
て
い
る
か
。

教
員
住
宅
の
分
と
職
員
住
宅
の

分
と
２
つ
あ
り
、職
員
住
宅
は

年
額
で
15
万
５
，０
０
０
円
ほ
ど
の

借
上
料
、教
員
住
宅
分
は
81
万
円
の

借
上
料
な
る
。面
積
に
つ
い
て
は
、教

員
住
宅
は
約
１
，０
０
０
坪
の
敷
地

と
い
う
こ
と
で
、北
浜
の
元
の
学
校
の

先
生
方
の
住
宅
の
部
分
の
借
り
上
げ

が
主
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

教
職
員
住
宅
と
し
て
の
機
能
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

北
浜
は
古
い
住
宅
で
、職
員
住

宅
と
し
て
は
ほ
ぼ
活
用
し
て
い

な
い
状
況
。昨
年
来
か
ら
診
療
所
の

工
事
の
関
係
者
が
入
居
し
、今
後
も

中
学
校
の
工
事
の
関
係
者
が
入
居
す

る
予
定
で
、今
後
老
朽
化
が
進
み
、利

活
用
が
な
い
と
い
う
状
況
に
な
れ
ば

解
体
を
検
討
し
て
い
く
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

新
規
５
名
、報
酬
12
か
月
分
と

な
っ
て
い
る
が
、そ
の
説
明
と

活
動
内
容
を
伺
う
。

今
ま
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
募
集

し
て
い
た
が
ほ
と
ん
ど
集
ま
ら

な
い
。全
国
的
に
そ
う
い
う
状
況
な
の

で
、し
っ
か
り
と
募
集
経
費
を
か
け
て

集
め
て
い
き
た
い
。正
規
の
協
力
隊
の

ほ
か
に
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、お
試

し
と
い
う
仕
組
み
も
あ
る
の
で
、延
べ

で
言
う
と
、も
っ
と
多
い
人
数
を
呼
び

入
れ
て
そ
こ
か
ら
定
着
に
つ
な
げ
て

い
く
動
き
も
必
要
と
考
え
て
い
る
。仕

事
内
容
の
想
定
は
、学
力
サ
ポ
ー
ト
、

部
活
の
指
導
、外
国
人
の
サ
ポ
ー
ト
、

情
報
発
信
、観
光
と
い
う
と
こ
ろ
で
、

そ
の
他
様
々
な
業
務
を
し
て
も
ら
う

中
で
、そ
の
方
に
特
化
し
た
道
を
つ

く
っ
て
も
ら
い
、様
々
な
町
内
の
不
足

し
て
い
る
リ
ソ
ー
ス
を
補
う
と
い
う

部
分
を
考
え
て
い
る
。

― 

民
　
生
　
費 

―

高
齢
者
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
助
成
金

タ
ク
シ
ー
基
本
料
金
で
距
離
に

よ
っ
て
手
出
し
し
な
き
ゃ
な
ら

な
い
と
い
う
話
を
よ
く
聞
く
が
、な

ぜ
バ
ス
券
が
30
枚
で
タ
ク
シ
ー
券
が

10
枚
な
の
か
。ま
た
、バ
ス
券
を
途
中

で
タ
ク
シ
ー
券
に
替
え
る
こ
と
も
可

能
か
。バ

ス
に
つ
い
て
は
、市
街
地
か
ら

遠
い
と
い
う
こ
と
で
、15
回
程

度
の
往
復
と
考
え
て
い
る
。市
街
地

域
に
つ
い
て
は
、10
回
程
度
の
社
会
参

画
、地
域
交
流
と
い
う
こ
と
で
考
え
て

い
る
。１
枚
も
使
っ
て
い
な
け
れ
ば
年

度
途
中
の
交
換
は
可
能
。様
々
な
議

論
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
の

で
、第
７
期
総
合
計
画
作
成
の
中
で

制
度
設
計
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

― 

歳
　
入 

―

遠
別
町
ま
ち
づ
く
り
応
援
寄
附
金

３
月
10
日
現
在
で
、令
和
６
年

度
収
入
額
が
約
４
，９
０
０
万

円
弱
。７
年
度
の
積
算
を
１
億
円
に

し
た
根
拠
は
何
か
。

１
億
の
根
拠
は
な
く
、目
標
額

と
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。今

年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
納
税
額
は

前
年
よ
り
２
割
ほ
ど
プ
ラ
ス
の
結
果

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。今
年
度
か
ら

ヤ
マ
ト
運
輸
と
取
組
み
を
始
め
て
、

数
字
を
見
て
い
る
と
、10
月
、11
月
ぐ

ら
い
か
ら
や
っ
と
効
果
が
現
れ
て
き

た
と
こ
ろ
な
の
で
、こ
の
伸
び
プ
ラ
ス

こ
れ
か
ら
の
取
組
み
と
い
う
と
こ
ろ

で
目
指
し
た
い
額
が
ま
ず
は
１
億
、

ピ
ー
ク
が
１
億
４
，０
０
０
万
ほ
ど

あ
っ
た
の
で
、そ
こ
ま
で
は
戻
し
た
い

が
、ま
ず
は
１
億
と
い
う
目
標
を
掲

げ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。希
望
と
し
て

は
こ
こ
か
ら
増
額
補
正
し
た
い
と
い

う
ぐ
ら
い
の
意
気
込
み
は
持
っ
て
い
る

の
で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

令
和
７
年
度　
遠
別
町
各
会
計
予
算
審
査
特
別
委
員
会

答 問

答 問

答 問

答 問

問答
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議会の主な動き ( 令和 7 年 2 月～令和 7 年 4 月）

2 月
4 日 市町村長と市町村議会

議長との意見交換会
（初山別村）

17日 令和６年度留萌管内町
村議会議長会臨時総会
（羽幌町）

21日 第３回議会全員協議会
第１回議会運営委員会

4月
4 日 第３回議会報発行特別委員会

7日 令和７年度遠別小学校入学式
令和７年度遠別中学校入学式

8日 令和７年度北海道遠別農業高等学校入学式

11日 第５回議会全員協議会
第２師団長　大場陸将を囲む会（留萌市）

21日 第２回遠別町議会（臨時会）

28日 第４回議会報発行特別委員会

3月
1 日 遠別農業高等学校第 72 回卒業証書

授与式

10～
14日 第１回遠別町議会（定例会）

12日 遠別中学校第７８回卒業証書授与式

13～
14日

令和７年度遠別町各会計予算審査特別
委員会

14日 第４回議会全員協議会

20日 遠別小学校第 124回卒業証書授与式

あとがき（山下委員長）

　新年度を迎え、地域に根ざした政策判断の重要性を改めて実感しております。近年、アメリカをはじめと
する各国では「国民第一」を掲げた政治姿勢が注目されており、私たち地方議会においても、「町民の暮らし
を最優先に考える」姿勢が、これまで以上に求められています。
　そのような中で、議会の活動や審議の内容を町民の皆さまに正確かつ率直に
お伝えすることが、信頼の基盤になると考えております。本広報紙が、皆さま
にとって議会を身近に感じ、関心を深めていただく一助となれば幸いです。
　今後とも、変わらぬご理解とご協力を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。

紙面の都合上、質問及び答弁の内容を議会報発行特別委員会の委員で要約し、掲載しております。本会議の詳細
の内容は、会議録をホームページで公開しておりますのでそちらをご覧願います。

会議録ホームページURL
https://www.town.embetsu.hokkaido.jp/docs/3789.html?cat=/c60/c6120/

発行：遠別町議会
編集：議会報発行特別委員会
委 員 長　　山下　　悟
副委員長　　白井　金治
委　　員　　白幡　広喜
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